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電子ＱＳＬカードについて   ＪＡ１ＷＯＢ 齋藤 

 

アマチュア無線を始めると、交信の証として「ＱＳＬカード」を発行する事

があります。法的な義務は有りませんが、慣例的に交換する局が多いですね。 

また、交信した際には、ＱＳＬカードの交換を求められてつい新しい局との交信を避けてし

まう事や、ＣＱを出すのをためらってしまう事もあるのではないでいでしょうか。 

ＱＳＬカードの作成は、手書きや、印刷依頼、パソコン等で、出来ますが、送る為には、Ｊ

ＡＲＬの会員となって、転送する。または郵送で直接送るなどでしたが、今ではＤＸ以外は

少ないようです。 

ＪＡＲＬの QSL 転送サービスも 1 年掛りだったりで、ＪＡＲＬを退会してカードの交換を 

行わない局も増えてきました。 

近年、インタ－ネットの普及により、ＱＳＬカード交換が下記の様にネットで行われる様に

なりました。 

1，EQSL・・・・・サーバーによる QSL サービス 

2，HQSL・・・・・Hamlog と連携して E-Mail による QSL 転送サービス 

3，誰でも QSL・・・サーバーによる QSL サービスだが、他局の内容も見えてしまう 

4，QSL-WLD ・・QRZ.com に登録した E-Mail アドレスに送信してくる。 

 

１,EQSL 

   eQSL は、アマチュア無線愛好者間でデジタル形式の QSL カードを交換するためのオン

ラインサービスです。ユーザーは自分の無線通信のログをデジタル QSL マネージャーと

して eQSL.cc に委託し、自動的に QSL カードが発行されます。他のユーザーとカードを

交換することができ、無料で基本的なサービスを利用できます。追加機能のために有料の

アカウントにアップグレードが可能です。  

eQSL は、アメリカ無線リレーリーグ (ARRL)によって運営されております。 

  右記の URL からログイン画面表示されます：https://www.eqsl.cc/qslcard/Index.cfm 

ユーザー登録した局は

LOG-IN 画 面 か ら

USERーID（コ－ル）と

パスワードで Login し

て QSL の 確 認 や

UPLOAD が出来まし

す。 

ユーザー未登録の局で

も、自分宛の EQSL が

発行されたか否は確認

https://www.eqsl.cc/qslcard/Index.cfm
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する事が出来ます。 

1)eQSL の登録方法は以下の通りです： 

eQSL.cc のホームページにアクセスし、[Log In/Register]を選択します。 

[register Now!]をクリックし、コールサインを入力して JAPAN を選択します。 

E-mail アドレス、名前、住所を入力し、コールサインの開始日と終了日を設定します。 

[Register]をクリックして次に進みます。 

登録された E-mail アドレスに送信されるサインアップコードを入力し、パスワードを設

定します。 

登録が完了すると、登録完了のメールが届きます。  

次に自分の名前、QTH,GL,RIG,ANT などのプロフィ－ルを登録します。 

詳しくは：https://www.big.or.jp/~jh4phw/eQSL/index.html を参照 

 LOG－ＩＮ後に EQSL-Design を選択します。 

 会員のタイプによって選択できるデザインがあります。無料会員はレギュラー会員で 

 カードデザインには制限があります。当局はレギュラー会員で下記様なカードにしてい 

ます。 

 

 

3)EQSL の送信は、一つが HamLog や WSJT-X などで作成した ADIF 形式のファイルを 

アップロードする方法と eQSL の画面から 1 件ずつ入力する方法の 2 つがあります。 

・次の 1 件ずつ QSO データ  

を eQSL の画面で入れる時は

メニューのログデータを１件

ずつ入力をクリックすると右

記のような画面になります。 

・HamLog で ADIF 形式を作

https://www.big.or.jp/~jh4phw/eQSL/index.html
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成する方法は、条件検索の複合条件検索と印刷をクリック 

して、条件設定画面の ADIF ファイルにチェックをいれて、送信するレコ－ﾄﾞ番号を設定 

して、ADIF ファイルに出力します。 

出力先は任意ですが、当局は、C:\Hamlog\loglist.adi の場所とファイル名で保存していま

す。ＥＱＳＬにアップロ－ドする際に常に同じ方が便利です。 

 

①検索②複合条件検索と印刷③レコ－ド番号④ADIF ファイル⑤出力ファイル名⑦検索 1

の順にクリックすると、下記の画面に変わります。 

そのまま、「実行」をクリックすると、指定したレコ－ド番号が出力されます。 

モ－ドを SSB のみ選択したい場合は、Mode に SSB と入力すると、SSB のみ出力します。 

下記の様な画面の「はい（Y）」をクリックして、C:\Hamlog\loglist.adi を出力します 

  

 

 

 

 

 

 



4 

 

4)アップロ－ドの実行 

EQSL のメニュー画面の「UPLOAD ADIF」を１クリックして「ファイルを選択」をクリ

ックして、HAMLOG で作成した、ADIF（C:\Hamlog\loglist.adi）をクリックして次に 

「UPLOAD」をクリックすると、QSO データが EQSL サーバーに送られます。 

 

何件 UPLOAD したかがメッセジされ

ます。 

また、HAMLOG の Remaks1 に記載し

た内容を、コメントして送る事ができま

す。当局の場合は、「TNX for NICE 

QSO 73」を記載しています。Upload の右のある□にチェックを入れると Remaks1 が送

信されます。 

5)EQSL の受信は MENU の INBOX をクリックすると、下記の様な画面が表示されて 
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何処から何件受信したか、表示されます。更に件数をクリックすると具体的なコールサイ

ンが表示されます。更に、コ－ルサインをクリックすると具体的なカードが表示されま

す。 

6)受信した QSL カード画像はそのままの INBOX に置いておくと整理がつかなくなるので

Archive に保存します。 

その後 Archive を検索すると、バンド、モ－ド、年月、カントリーなどで検索できます。 

更に、コールサインや年月日などを選択して検索も可能です。 

下記の例では、カントリーのＦＮＬＡＮＤを選択すると、5 局のＱＳＬが届いています。 

 

更にコールサインを指定すると、下記の

様になります。 

これらを、画像コピーして自分の PC 

に、保存する事もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

2,HQSL は、HAMLOG に登録したデータを基に、HQSL アプリを使いサーバー経由で 

QSL カードを E-MAIL で届ける仕組みです。 

TWO－FORTY の 114 号で https://240sxa.net/114-WOB_2.pdf 紹介しました。 

この記事を参考にして下さい。 

https://240sxa.net/114-WOB_2.pdf
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3，だれでも QSL は: https://fqsl.jp/ Web 上でサービスしている QSL カードシステム 

です、「だれでも」しようする事が出来るので、自局以外の QSL 状況を検索出来てしまう 

為、お互いが「だれでも QSL」でカード交換を確認した上で、運用する事が大切です。 

QTH や QRA は Web 上に公開される事になるので、注意が必要です。 

※１ 届いた QSL 

※2 送った QSL 

 

4，QSL-WLD は最近ＪＡＲＬ.COM のメールアドレスに勝手に送って来る QSL カード 

で、ほとんどが、EQSL でカード交換済みの局なので、受け取るだけで、返信 QSL は行っ

ていませ

ん。 

 

  

 

 

 

 

終わり 

https://fqsl.jp/

